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機械器具 ２２ 検眼用器具 

一般的名称 近点距離計 コードＮｏ12821000 

一般医療機器（クラスⅠ） 

販売名 山地氏手持近点測定器 

 

 

 

 

 

 

【形状，構造及び原理】 

本器はフレームに、前後する視標、目盛、テストフレーム  

等が取り付けられている。近点視標を前後させ、近点距離  

を測定する機器である。 
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【使用目的又は効果】 

近点距離の計測 

計測範囲 ０～４００ｍｍ 

      ディオプター表示 ２５～２．５Ｄ 

 テストフレーム 

 視標 縦線 

 

【使用方法】 

（１） 検査は視標に影が出来ないように明室で行います（５００ 

ＬＵＸ程度が望ましい） 

（２） 本体は検者または被検者が保持します。被検者の片眼を 

眼帯等で遮蔽し、被検眼の下に白玉に当てが視標に正対 

     する様にします。（片眼ずつ検査します） 

（３） テストフレームには検眼レンズが入ります。 

（４） 視標を前後させ、被検者に視標のボケ、明視の主観的 

感覚基準を練習によりもたせます。 

（５） 視標を２．５ｃｍ/sec 前後の移動速度で動かします。 

（６） 近点距離は視標を遠くより眼前に近ずけ視標がボケる 

（消失閾 遠→近）距離を物尺で測定します。本器の 

目盛はＣｍとディオプター２種類の目盛が記入されてい 

ます。（測定は数回行って平均します） 

（７） また消失閾 遠→近と、出現閾 近→遠をそれぞれ数回行っ

て 

両者の平均をとる方法もあります。 

（８） 近点値は１ｍ／近点距離＝調節度（Ｄ）で求められます。 

（ディオプター）  

（９） 調節力＝１ｍ／近点距離（Ｄ）―１ｍ／遠点距離（Ｄ）で 

求められます。 

（１０） 調節力の年齢毎の正常値は視標の裏側にあります、または 

     石原忍先生の表 等をご参照下さい。 

（１１） 眼精疲労の判定は近点距離の反復測定法でおこないます。 

（作業前後の値を比較します） 

 

 

【使用上の注意】 

 （１）本器は金属とガラスよりなっており、落下等による破 

意ください。 

（２）本器及び患者に異常等があったときは使用を中止して 

    処置をして下さい。 

 （３）本器に故障、破損等がありましたら修理して下さい。 

 

【保管方法及び有効期間】 

 （１）常温、常湿、ほこりの少ない所に保管して下さい。 

 （２）使用期限は特にありませんが、６年をめどにご使用ください。 

 

【保守、点検に係る事項】 

 （１）視標に汚れ等、出ましたら交換をお願いいたします。 

 （２）視標等の動き等悪くなりましたら修理にお出しください。 

 （３）その他、具合が悪くなりましたら、修理にお出しください。 

 

【包装】 

 一台単位 

 

【主要文献及び文献請求先】 

 氏名 半田屋商店 

 住所 〒113-0033 東京都文京区本郷３－３７－４ 

 電話 03-3811-0087 

 FAX  03-3818-9695 

  

 

 

 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 

  株式会社 半田屋商店 

  〒１１３－００３３ 

  東京都文京区本郷３丁目３７番４号 

  ＴＥＬ ０３－３８１１－００８７ 

  ＦＡＸ ０３－３８１８－９６９５ 

 

 

【禁忌、禁止】 

本品を曲げ、切削、打刻等二次加工は絶対にしない事 


